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AI活用人材育成プログラム
巳波　弘佳

1. はじめに

近年，AI（人工知能）を中心とする技術革新の進展
により，さまざまな分野において今までアプローチが
困難であった問題の解決が急速に進んでいます．世界
は AI 技術による大きな転換期を迎えているといって
も過言ではありません．
現実社会の問題に対して科学的に解決策を探るオペ

レーションズ・リサーチ (OR)において，今や実用的な
レベルに達した AIは有効なツールの一つです．実際，
画像認識や音声認識などのさまざまなAI をモジュー
ルとして組み込んだ総合的な解決策を構築することが
可能となっています．AI 技術は一部の企業だけのも
のではなく，すでに多くの企業が活用するようになっ
てきているため，AI技術そのものの研究開発だけでな
く，むしろ，AIをビジネスなどの現場でいかに活用し，
よりよい解決策を構築できるかが重要になってきてい
ます．
関西学院大学では，このような現状認識のもと，「AI・

データサイエンス関連の知識を持ち，さらにそれを企
業活動や経営などに活用して，現実の諸問題を解決で
きる能力を有する人材」を「AI活用人材」と定義し，
このような人材を育成することを目的とした「AI活用
人材育成プログラム」の開講を 2019 年 4 月に予定し
ています．これは，本学と，最先端の AI の一つとし
て知名度の高い “Watson”を擁するグローバル企業で
ある IBMとの包括的なAI共同プロジェクトにおける
施策の一つです．筆者は，本プロジェクトの統括とし
て，さまざまな施策を遂行しています．
本稿では，AIを取り込んだ OR教育とも言える，AI

活用人材育成プログラムについてご紹介します．

2. AI活用人材育成プログラム

AIに関わる人材は，大きく三つに分けることができ
ます．最先端の AI 技術を研究開発する AI 研究開発
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者，現場において AI技術を活用して課題を解決したり
新サービス・新製品を作り出したりするAIユーザ，そ
のような AI ユーザに対してデータ分析に基づき適切
なAI技術やソリューションを提供するAIスペシャリ
ストです．AI人材の不足が問題となっていますが，人
材需要のボリュームゾーンは実はAIユーザやAIスペ
シャリストです．AI 活用人材は主に AI ユーザと AI

スペシャリストを指し，本学の AI 活用人材育成プロ
グラムは，このような人材の育成をターゲットとして
います．
本プログラムの特徴として，まず，文系・理系の区別

なく，全学部の学生が受講できるものとして設計され
ていることが挙げられます．むしろ，これまで AIは自
分には無関係と思っていた文系学生にこそ目を向けて
ほしいと考えています．これからの社会では，AIを活
用するスキルは，理系も文系も関係なく，それぞれの
専門性に加えてさらに強力な武器として身につけるべ
きものだからです．そのため，基礎から積み上げるカ
リキュラムによって，予備知識がなくても十分学べる
ような構成にしています．もう一つの特徴として，ビ
ジネスの現場での即戦力を修得できるよう，AIを活用
する企業の実務の視点を取り入れていることが挙げら
れます．そのため，実際の事例を意識した演習や PBL

(Project Based Learning)も多々含んでいます．
本プログラムの具体的な内容について述べます．本プ

ログラムは全部で 10科目から構成されています（図 1）．
「AI活用入門」は，AI活用人材として社会で活躍

するための基礎的な知識を修得することを目的してい
ます．そのために，産業構造の変化や今後必要とされ
るスキルなど社会背景に関する知識，AI技術に関する
基礎知識，AIを活用するために必要不可欠なデータサ
イエンスに関する基礎知識，AIを利用したアプリケー
ションを開発するための基礎知識を学びます．
「AI活用導入演習 A」と「AI活用導入演習 B」は，

AIを利用したアプリケーションに関する技術を修得す
ることを目的としています．「AI活用導入演習 A」で
は言語解析AIに関する技術，「AI活用導入演習B」で
は音声認識や画像／動画解析 AIに関する技術を対象
としています．これらの技術の仕組みや，AIを利用す
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図 1 AI 活用人材育成プログラムの科目構成

るための APIに関する知識を学び，さらに実際に AI

を利用したアプリケーションを開発します．
「AI活用実践演習A」では，AIを活用したWebア
プリケーションの開発に必要な基礎的な技術を修得す
ることを目的としています．そのために，Webアプリ
ケーションの動作の仕組み，プログラミング言語 Java

の基礎，オブジェクト指向の考え方に基づくシステム
開発プロセスやソフトウェアテスト技法を学び，さら
に顧客要望に応じたWeb アプリケーションを開発す
る演習を行います．
「AI活用実践演習 B」では，AIの基盤技術である機
械学習・深層学習に関する基礎的な知識を修得するこ
とを目的としています．そのために，機械学習や深層学
習の仕組みを学び，さらにプログラミング言語 Python

の基礎を学んで，機械学習や深層学習に関するプログ
ラミングを行います．
「AI活用実践演習 C」では，AIを活用したWebアプ
リケーションのためのユーザーインターフェイス (UI)・
ユーザーエクスペリエンス (UX)に関する技術を修得
することを目的としています．そのために，UI/UXデ
ザインの考え方，HTML，CSS，JavaScriptの基礎を
学び，さらにテーマに応じたWebページを開発します．
「AI活用データサイエンス実践演習 I」および「AI

活用データサイエンス実践演習 II」では，AIを活用す
るために必要不可欠なデータ解析に関する基礎知識の
ほか，さまざまな問題解決フレームワーク・マーケティ
ングフレームワークや，データ解析結果を適切に顧客
に伝達するための手法を修得することを目的としてい

ます．さらに，課題の設定・仮説の構築・データの解
析・ストーリーの構築・資料の作成・プレゼンテーショ
ンを通して，ソリューションを提案する演習も行いま
す．一般的なデータサイエンスに関する講義では，数
学的な知識の修得に重きが置かれていますが，これら
の科目では，多くのサンプルを通してそれらのビジネ
スにおける活用方法を学ぶことに重きを置いています．
「AI活用発展演習 I」および「AI活用発展演習 II」
では，企業・自治体などが抱えるさまざまな課題に対
して，チームを構成し，AIを活用したソリューション
を提案できる能力を修得することを目的としています．
そのために，データに基づき顧客のニーズを読み解い
て課題を分析し，AIを利用したアプリケーションを開
発し，付加価値の高いソリューションを設計して提言
できるようになるよう，総合的な PBLを行います．こ
のようにして，ビジネスの現場で即戦力として通用す
る実践的なスキルを修得します．

3. これからの OR教育と AI活用人材育成

本稿では，関西学院大学の AI 活用人材育成プログ
ラムを紹介しました．
現実の諸問題を解決する ORの有効性を示していく

ためにも，OR教育は，最適化理論などのこれまでの
さまざまなツールに加えて，新たにAIというツールを
も取り込んで使いこなせる人材を育成できるよう，変
化していく必要があるでしょう．
本学のプログラムが，これからのOR教育の一つの

例としてご参考になれば幸いです．
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